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問合わせ先
　消防大学校調査研究部　安村
　TEL: 0422-46-1713

　消防大学校では、消防本部等における消防防災体制の
強化のための知識・技術の向上に資するために、消防研
修を昭和40年（1965年）10月に創刊、毎年２回発行し、
各都道府県、消防学校、消防本部等に配布しています。
　消防研修第101号では、「他機関連携訓練」をテーマ
に特集しました。
　我が国は、地震、台風そして火山の噴火などによる自
然災害を受けやすい環境にあり、加えて近年は国際的な
テロやミサイル攻撃等の脅威も非常に高まっています。
これらの災害が発生した場合には、その被害を最小限に
するために、消防機関、地方公共団体等、全ての関係者

が適切に連携・協力し対応に当たることが求められてお
ります。そして、実効性のある連携・協力のためには、
平時からの訓練の継続が非常に重要となります。
　こうしたことから、今回の消防研修では「他機関連携
訓練」を特集し、訓練の成果や課題について分析してい
ただくとともに、取組事例や今後の展開を多角的に解説
していただきました。
　消防研修第101号は、消防大学校ホームページにも掲
載していますので、ご一読いただき、今後の消防をはじ
めとした各種機関における他機関連携訓練の推進に活か
していただくことを期待します。

消防研修第101号（特集：他機関連携訓練）
の発行

●減災への連携
　　消防庁次長　大庭　誠司 
●他機関連携訓練の現状と今後の展開
　　消防庁 
●他機関連携訓練のあり方について ―危機管理の視点から―
　横浜国立大学リスク共生社会創造センターセンター長
　　大学院環境情報研究院教授　野口　和彦 
●地域防災活動における多様な主体の連携の重要性
　～組織の持続可能性と“共助活動の質”の向上を視野に入れて
　　早稲田大学地域社会と危機管理研究所招聘研究員　浅野　幸子 
●平成28年度緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練における
　防災機関の連携について
　　長崎県危機管理監消防保安室係長（副参事）　吉岡　秀人 
●大規模津波防災総合訓練における他機関連携
　～大規模災害時のTEC－FORCE 等との連携について～
　　高知市消防局警防課防災担当係長　和田　清秀 
●浅間山ロールプレイング方式防災訓練について
　　佐久広域連合消防本部警防課主任　小山　圭一 
●横浜市消防局航空隊の他機関連携訓練から見える課題及び展望
　　横浜市消防局横浜ヘリポート航空科航空担当係長　渡邉　幹太 
●「ラグビーワールドカップ2019」に向けた関係機関との 　
　NBC等大量殺傷型テロ対処実動訓練について
　　東大阪市消防局警防部警備課
●京都御苑でのテロ災害を想定した関係機関との連携訓練
　　京都市消防局上京消防署　石田　正人
●公共交通機関におけるテロ災害を想定した関係機関との連携による 　
　救助・救急訓練
　　東京消防庁石神井消防署警防課消防係　飯島　利己
●CBRNE（NBC）災害における関係機関との合同研修会等の実施について
　　千葉市消防局警防部警防課

●災害に立ち向かうための準備「医療機関との連携訓練」
　　久留米広域消防本部高度救助隊
●消防機関と医療機関の連携強化―群馬DMATチームと合同野営訓練を実施―
　　渋川広域消防本部警防課主幹　岸　弘幸
●危険物施設自衛消防組織との連携訓練
　　新潟市消防局北消防署地域防災課

●関西国際空港航空機事故消火救難総合訓練の実施
　　泉州南広域消防本部警防部警備課　馬谷　泰広

●鉄道災害を想定した関係機関との連携強化に向けた取り組みについて
　　長野市消防局中央消防署主幹兼副署長　島田　斉

●北陸自動車道トンネル内事故を想定した他機関連携訓練
　　敦賀美方消防組合消防本部

●加古川海上保安署との連携合同訓練の実施について
　　加古川市消防本部
●電気災害時における中部電力株式会社との連携合同訓練について
　　名古屋市消防局緑消防署消防第二課　森　誠一
●大規模地震時に必要な道路啓開に係る他機関との連携
　　名古屋市消防局昭和消防署総務課主査　吉田　俊彦

●自主防災組織における他機関との連携について
　　香川県丸亀市川西地区自主防災会会長　岩﨑　正朔
●消防大学校における他機関連携に係る教育訓練について
　　消防大学校 

●Ｇ空間情報システムの消防利用に向けて ～活用実例と可能性～
　　（一財）日本消防設備安全センター　佐藤　康雄
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平成29年度　消防大学校 客員教授について

問合わせ先
　消防大学校教務部　久富
　TEL: 0422-46-1712

　消防大学校では、客員教授制度により、消防に関し特
に優れた知識及び経験を有し消防大学校における教育等
に対して顕著な協力をいただける方に対し、客員教授の
称号を授与しています。
　このたび、平成29年度の客員教授名簿を作成いたしまし
たので、教育訓練等の講師選定の参考として紹介します。

※　客員教授の連絡先を知りたい方は、消防大学校担当
者までお問い合わせください。
※　客員教授への講師依頼等の事務については、依頼元
（各地域の消防学校等）が直接行い、これに係る費用は、
依頼元が負担してください。

専門分野 氏　名 所属・職名

（１）教育技法 山崎　洋史 昭和女子大学大学院
生活機構研究科心理学専攻教授

（２）人材育成 小島　晴夫 さいたま市総務局危機管理部防災課参与
（３）組織管理 新井　雄治 公益財団法人東京防災救急協会理事長
（４）消防実務法規 秋山　　惠 元東京消防庁理事兼総務部長
（５）予防法令運用 荒井　伸幸 元東京消防庁理事兼総務部長
（６）地域防災 瀧本　浩一 山口大学大学院創成科学研究科准教授
（７）接遇、話し方技法、

　　 女性消防団活動 小澤　浩子 赤羽消防団　副団長

（８）防災図上訓練 日野　宗門 Blog防災・危機管理トレーニング　主宰

　消防大学校では、昨年度から消防における重要課題へ
の取組に寄与することを目的にした消防大学校フォーラ
ムを実施するとともにラグビーワールドカップ2019の
開催に向けて、ＮＢＣ災害対応能力及び多数傷病者対応
力の向上を主眼とした講義で構成した特別講習会を開催
しています。

　このたび、平成29年度の開催場所等が決まりました
のでお知らせいたします。
　開催に関する実施詳細や受講要領は、各都道府県消防
防災主管課へ発出している通知のほか、消防大学校ホー
ムページをご確認ください。

平成29年度　消防大学校フォーラム及び
特別講習会の開催

○消防大学校フォーラム
（特別講習会の講義に加え、女性消防吏員の活躍をテーマとしたフォーラムを開催）

開　催　日 開　催　場　所 定員
平成29年７月12日 福岡県会場（福岡ビル） 200名

○特別講習会
開　催　日 開　催　場　所 定員

平成29年６月23日 北海道会場（札幌市生涯学習センター） 200名
平成29年10月27日 兵庫県会場（神戸市商工会議所） 〃
平成29年11月17日 埼玉県会場（埼玉共済会館） 〃


